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文
語
の
視
聽
覺
敎
材
を
め
ぐ
り
て
(
其
の
三
) 

 
 

 
 

 

土
屋 

博 

 

一 

古
事
記
(
成
立
は
七
一
二
年
) 

◎
Ｃ
Ｄ
九
枚
組
「
古
事
記
」(
新
潮
社
) 

朗
讀
は
中
村
吉
右
衞
門
、
一
九
四
四
年
生
れ
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
歿
。
解
說
も
河
合
隼
雄
先
生
(
一
九

二
八
年
生
れ
、
二
〇
〇
七
年
歿
)
な
れ
ば
、
安
心
し
て
聽
く
こ
と
を
得
。
古
事
記
朗
讀
の
基
本
と
す
べ

し
。 

  ○
Ｃ
Ｄ
八
枚
組
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
古
典
講
座 

古
事
記
」
講
義
神
野
志
隆
光
、
朗
讀
和
田
篤
(
Ａ
Ｎ
Ｙ
) 

神 か
う

野 の

志 し

先
生
は
一
九
四
六
年
生
れ
、
東
大
文
學
部
卒
、
東
大
大
學
院
敎
授
。
和
田
篤
は
一
九
三
五
年
滿
洲

生
れ
、
東
北
大
文
學
部
卒
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
入
局
。
四
卷
八
枚
の
う
ち
冒
頭
卷
の
二
枚
に
つ
い
て
は
未
入
手
の
状

況
。 

  ○
Ｃ
Ｄ
二
枚
組
「
耳
で
聽
く
古
事
記
」
朗
讀
今
野
華
都
子
(
致
知
出
版
) 

今
野
華
都
子
は
株
式
會
社
ア
イ
テ
ラ
ス
社
⾧
。
四
十
五
歲
專
業
主
婦
よ
り
エ
ス
テ
の
道
に
入
り
、
世
界
一

の
エ
ス
テ
テ

シ

ン
の
稱
號
を
得
た
る
由
。
二
〇
一
一
年
よ
り
古
事
記
塾
を
開
催
。 

  二 

萬
葉
集
(
成
立
は
七
五
九
年
よ
り
七
八
〇
年
に
か
け
て
) 

◎
Ｄ
Ｖ
Ｄ
十
枚
組
「
日
め
く
り
萬
葉
集 

Ⅰ
」(
エ
イ
ベ

ク
ス
・
ピ
ク
チ

ズ
) 

◎
Ｄ
Ｖ
Ｄ
十
枚
組
「
日
め
く
り
萬
葉
集 

Ⅱ
」(
同
) 

二
〇
〇
八
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
ｈ
ｉ
、
翌
年
に
敎
育
テ
レ
ビ
に
て
放
映
さ
れ
た
る
五
分
間
の
ミ
ニ
番
組
、
二

百
四
十
囘
分
な
り
。
朗
讀
は
檀
ふ
み
、
撰
者
は
田
邊
聖
子
、
安
野
光
雅
、
俵
萬
智
、
淺
田
次
郞
、
大
岡

信
、
大
野
晉
、
中
西
進
、
細
川
護
熙
、
里
中
滿
智
子
、
ド
ナ
ル
ド
キ

ン
、
リ

ビ
英
雄
、
山
折
哲
雄
ら

有
名
人
多
數
。
番
組
內
容
は
類
似
の
企
畫
に
比
し
傑
出
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
全
國
民
必
見
の
も
の
と
こ

そ
い
ふ
べ
け
れ
。 

   ◎
カ
セ

ト
六
卷
「
萬
葉
の
歌
ご
え
」
講
演
犬
養
孝
(
東
京
書
藝
館
) 

犬
養
孝
は
一
九
〇
七
年
生
れ
、
一
九
九
八
年
歿
。
東
京
は
谷
中
の
生
れ
、
熊
本
の
舊
制
五
高
、
東
京
帝
大

國
文
科
卒
。
神
奈
川
縣
立
橫
浜
第
一
中
學
時
代
に
は
敎
へ
子
に
作
曲
科
の
黛
敏
郞
。
そ
の
後
臺
北
高
校
敎

授
を
經
て
、
大
阪
大
學
敎
授
と
な
る
。
本
カ
セ

ト
は
六
囘
の
講
演
の
實
況
錄
音
な
れ
ば
、
情
熱
的
講
話

は
聽
衆
を
魅
了
し
、
犬
養
節
、
大
い
に
炸
裂
す
、 

  ○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
犬
養
孝
と
步
く
萬
葉
の
大
和
路 

三
」 
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犬
養
孝
の
死
後
も
先
生
の
遺
志
を
継
ぎ
弟
子
を
中
心
に
大
和
路
を
ゆ
く
ツ
ア

組
ま
れ
、
樣
子
ビ
デ
オ
に

收
錄
せ
ら
る
。
殘
念
乍
ら
犬
養
本
人
は
登
場
せ
ず
、
音
聲
の
み
。 

  ◎
Ｃ
Ｄ
二
枚
組
「
犬
養
孝
の
萬
葉
百
首
音
讀
」(
犬
養
萬
葉
記
念
館
) 

犬
養
本
人
の
情
熱
的
詠
唱
を
存
分
に
味
は
ふ
こ
と
を
得
。
餘
白
に
は
幾
つ
か
の
歌
の
講
義
も
收
錄
せ
ら

る
。 

  ○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
新
選
萬
葉
集 

貧
窮
問
答
歌
」、「
戀
歌
萬
葉
」、「
宮
人
た
ち
の
歌
」(
イ

ネ

ト
フ
ロ
ン
テ

ア
) 

こ
の
シ
リ

ズ
の
監
修
は
、
聖
徳
大
學
敎
授
の
山
口
博
先
生
。
情
報
量
は
乏
し
。 

   ○
Ｃ
Ｄ
「
萬
葉
の
女
性
た
ち
」
講
演
杉
本
苑
子
(
Ａ
Ｎ
Ｙ
) 

杉
本
苑
子
は
一
九
二
五
年
生
れ
、
文
化
學
院
卒
、
直
木
賞
、
文
化
勲
章
受
章
、
二
〇
一
七
年
歿
。
一
聽
の

價
値
あ
り
。 

  ○
Ｃ
Ｄ
「
山
上
憶
良
」
講
演
中
西
進
(
Ａ
Ｎ
Ｙ
) 

貧
窮
問
答
歌
に
て
生
き
方
を
說
き
た
る
知
の
歌
人
と
解
說
。 

  ○
カ
セ

ト
「
萬
葉
集
戀
の
歌
」(
ゴ
マ
カ
セ

ト
) 

佐
佐
木
幸
綱
の
監
修
。
大
衆
向
け
。 

  ◎
Ｖ
Ｈ
Ｓ
二
卷
「
萬
葉
集
へ
の
旅
」
宗
左
近
監
修
解
說
(
日
本
通
信
敎
育
連
盟
) 

ユ

キ

ン
の
前
身
の
團
體
の
「
古
典
鑑
賞
講
座
萬
葉
集
」
の
附
属
資
料
な
り
。
宗
左
近
の
解
說
は
バ
ラ

ン
ス
と
れ
、
過
不
足
な
し
。 

   

三 

空
海
(
七
七
四
年
生
れ
、
八
三
五
年
歿
) 

○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
弘
法
大
師
空
海
一
代
」 

基
礎
的
情
報
と
し
て
は
有
用
な
り
。 

  ○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
二
枚
組
「
人
間
講
座 

空
海
」(
Ｎ
Ｈ
Ｋ
) 

講
師
は
種
智
院
大
學
⾧
の
賴
富
本
宏
氏
な
れ
ば
、
正
攻
法
。 

   

四 

伊
勢
物
語
(
九
百
年
前
後
に
成
立
) 

◎
Ｃ
Ｄ
二
枚
組
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
古
典
講
座 

伊
勢
物
語
」
朗
讀
加
賀
美
幸
子
(
Ａ
Ｎ
Ｙ
) 
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伊
勢
物
語
の
魅
力
を
耳
よ
り
存
分
に
味
は
ふ
こ
と
を
得
。
加
賀
美
さ
ん
の
朗
讀
は
常
に
安
定
し
て
聽
く
こ

と
を
得
。 

  ◎
カ
セ

ト
「
伊
勢
物
語
」
朗
讀
坂
本
和
子
、
解
說
大
庭
み
な
子
(
新
潮
社
) 

朗
讀
は
坂
本
和
子
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
劇
團
二
期
生
。
百
二
十
六
段
よ
り
三
十
四
段
を
選
ぶ
。 

   

五 

枕
草
子
(
一
〇
〇
一
年
頃
成
立
) 

◎
カ
セ

ト
二
卷
「
枕
草
子 

一
」
坂
本
和
子
朗
讀
(
新
潮
社
) 

全
文
朗
讀
シ
リ

ズ
の
う
ち
の
第
一
卷
に
當
り
。
冒
頭
よ
り
四
十
六
段
ま
で
を
收
錄
す
。 

 

◎
Ｃ
Ｄ
三
枚
組
「
枕
草
子
」
坂
本
和
子
朗
讀
、
田
邊
聖
子
解
說
(
新
潮
社
) 

前
述
カ
セ

ト
版
全
集
よ
り
有
名
な
る
段
拔
粹
せ
ら
れ
て
Ｃ
Ｄ
化
せ
ら
れ
、
田
邊
聖
子
の
解
說
も
附
せ
ら

れ
た
れ
ば
、
推
薦
に
價
す
。 

 

◎
Ｍ
Ｐ
３
「
こ
と
ば
の
學
校 

枕
草
子
」 

一
倍
速
よ
り
四
倍
速
ま
で
收
錄
せ
ら
れ
、
甚
だ
便
利
。 

   

六 

源
氏
物
語
(
一
〇
〇
八
年
文
獻
初
出
) 

◎
Ｃ
Ｄ
三
十
一
卷
、
合
計
六
十
二
枚
組
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
古
典
講
座 

源
氏
物
語
」(
Ａ
Ｎ
Ｙ
) 

講
師
鈴
木
一
雄
、
朗
讀
白
坂
道
子
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
に
て
放
送
せ
ら
れ
た
る
古
典
講
座
な
れ
ば
、
正
攻
法

に
て
原
文
を
學
ぶ
に
相
應
し
き
敎
材
な
り
。
現
時
点
に
於
い
て
は
、
十
四
卷
、
二
十
八
枚
の
み
を
所
有
。 

  ◎
Ｃ
Ｄ
九
卷
、
合
計
三
十
六
枚
組
「
田
邊
聖
子
の
源
氏
物
語
」(
新
潮
社
) 

田
邊
聖
子
は
一
九
二
八
年
生
れ
、
二
〇
一
九
年
歿
、
樟
蔭
女
子
專
門
學
校
國
文
科
卒
。
朝
ド
ラ
「
芋
た
こ

な
ん
き
ん
」
の
主
人
公
、
二
〇
〇
八
年
に
文
化
勲
章
受
章
。
源
氏
物
語
の
現
代
語
譯
も
あ
り
、
源
氏
を
語

る
に
相
應
し
き
人
物
な
り
。
旣
に
Ｃ
Ｄ
數
卷
を
ば
所
有
し
た
れ
ど
も
、
餘
り
に
魅
惑
的
口
調
な
れ
ば
、
メ

ル
カ
リ
に
て
全
卷
セ

ト
の
出
物
あ
り
、
直
ち
に
二
萬
圓
に
て
一
括
購
入
を
し
た
る
處
な
り
。 

  ◎
カ
セ

ト
二
卷
「
平
安
朝
日
本
語
復
元
に
よ
る
試
み 

朗
讀
源
氏
物
語
」(
大
修
館
) 

池
田
彌
三
郞
の
提
案
に
觸
發
せ
ら
れ
、
金
田
一
春
彥
先
生
監
修
の
も
と
、
平
安
朝
日
本
語
復
元
の
試
み
、

こ
こ
に
實
施
せ
ら
れ
、
そ
の
成
果
、
カ
セ

ト
と
し
て
結
實
す
。
關
弘
子
(
一
九
二
九
年
生
れ
、
二
〇
〇

八
年
歿
、
俳
優
座
一
期
生
)
の
朗
讀
は
極
め
て
迫
眞
力
に
冨
み
、
夕
顔
、
須
磨
は
格
別
素
晴
ら
し
。 

  ◎
Ｍ
Ｐ
３
「
朗
讀
源
氏
物
語
全
五
十
四
帖
」
朗
讀
岡
崎
彌
保
(
パ
ン
ロ

リ
ン
グ
) 
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原
文
に
は
あ
ら
で
、
與
謝
野
譯
な
れ
ど
、
全
篇
の
收
錄
は
實
に
貴
重
な
り
。 

  ○
Ｃ
Ｄ
六
枚
組
「
寂
聽
譯
源
氏
物
語
」
語
り
と
筑
前
琵
琶
上
原
ま
り
(
キ
ン
グ
レ
コ

ド
) 

上
原
ま
り
は
元
寶
塚
娘
役
、
筑
前
琵
琶
師
範
柴
田
旭
堂
の
娘
。
一
九
四
七
年
生
れ
、
二
〇
一
八
年
歿
。
上

原
の
彈
き
語
り
は
獨
得
の
味
は
ひ
有
り
。 

   

七 

方
丈
記
(
成
立
は
一
二
一
二
年
) 

◎
Ｃ
Ｄ
二
枚
組
「
方
丈
記
」
川
久
保
潔
朗
讀
、
堀
田
善
衞
解
說
(
新
潮
社
) 

朗
讀
Ｃ
Ｄ
と
し
て
は
代
表
的
な
る
も
の
。 

 

○
Ｃ
Ｄ
ブ

ク
「
耳
寄
り
古
典 

徒
然
草
・
方
丈
記
」(
學
硏
) 

Ｃ
Ｄ
附
き
の
受
驗
參
考
書
。 

  ◎
Ｍ
Ｐ
３
「
方
丈
記
」
朗
讀
左
大
臣
光
永 

全
文
の
原
文
及
び
現
代
語
譯
の
朗
讀
を
含
む
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
便
利
な
り
。 

   

八 

百
人
一
首
(
成
立
は
一
二
三
五
年
、
藤
原
定
家
撰
) 

◎
Ｃ
Ｄ
九
枚
組
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
古
典
講
座 

百
人
一
首
」
朗
讀
笹
谷
淸
子
、
講
義
島
津
忠
夫
(
Ａ
Ｎ
Ｙ
) 

百
人
一
首
に
つ
い
て
の
本
格
的
講
義
及
び
朗
讀
な
れ
ば
、
今
後
と
も
末
永
く
大
切
に
し
た
し
。 

  ○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
百
人
一
首
」 

子
供
向
け
の
內
容
に
過
ぎ
ず
。
大
人
向
け
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
是
非
共
あ
ら
ま
ほ
し
。 

  ○
Ｃ
Ｄ
「
百
人
一
首 

戀
の
歌
」
朗
讀
加
賀
美
幸
子 

安
定
感
の
あ
る
朗
讀
は
流
石
な
り
。
た
だ
し
戀
に
關
係
せ
る
五
十
首
の
み
な
る
は
惜
し
。 

  ○
Ｃ
Ｄ
「
藝
術
歌
曲
集 

小
倉
百
人
一
首 

そ
の
二
」
Ｃ
Ｄ
二
枚
組
(
聖
樂
院
) 

以
前
紹
介
し
た
る
そ
の
一
は
、
五
十
首
分
を
コ
ン
コ

ネ
五
〇
番
の
メ
ロ
デ

な
り
し
か
ど
、
今
囘
の

そ
の
二
は
、
殘
り
の
五
十
首
分
を
ト
ス
テ

五
〇
番
の
メ
ロ
デ

に
て
歌
ふ
。
い
に
し
へ
の
歌
詞
と
伊
太

利
の
メ
ロ
デ

と
の
相
性
、
不
思
議
に
も
頗
る
佳
し
。 

  

九 

平
家
物
語
(
成
立
は
一
二
四
〇
年
以
前
) 

◎
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
聽
い
て
感
じ
る 

原
典 

平
家
物
語 

高
等
學
校
敎
材
」 
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飽
く
ま
で
も
高
等
學
校
用
の
敎
材
な
り
。
朗
讀
者
は
吉
右
衞
門
、
野
村
萬
作
、
平
野
啓
子
な
ど
超
一
流
の

人
物
ば
か
り
な
れ
ば
、
仕
上
が
り
は
絢
爛
豪
華
に
し
て
、
他
に
比
較
す
る
も
の
無
し
。
か
か
る
名
作
品
、

ほ
と
ん
ど
人
に
知
ら
れ
ざ
る
状
況
な
る
は
甚
だ
勿
體
無
し
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
全
十
三
卷
(
三
十
六
時
間
以
上
)
は

定
價
三
十
萬
圓
近
く
、
餘
り
に
高
價
な
れ
ば
、
個
人
に
て
全
篇
を
所
有
す
る
こ
と
は
困
難
。
ち
な
み
に
、

小
生
所
有
の
中
古
ハ
イ
ラ
イ
ト
盤
は
、
定
價
三
萬
九
千
八
百
圓
の
處
、
メ
ル
カ
リ
に
て
一
萬
三
千
五
百
圓

な
り
き
。 

  ○
カ
セ

ト
六
卷
「
平
家
物
語
」
筑
前
琵
琶
上
原
ま
り
、
解
說
國
東
文
麿
(
東
京
書
籍
) 

上
原
ま
り
の
迫
力
あ
る
彈
き
語
り
は
聞
き
も
の
な
り
。
解
說
の
國
東
文
麿
は
一
九
一
六
年
生
れ
、
二
〇
一

二
年
歿
、
早
稻
田
大
學
名
譽
敎
授
。 

  ○
Ｃ
Ｄ
七
卷
十
四
枚
組
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
古
典
講
座 

平
家
物
語
」(
Ａ
Ｎ
Ｙ
) 

小
生
の
所
有
す
る
は
二
卷
、
四
枚
の
み
。
講
師
は
佐
伯
眞
一
、
一
九
五
三
年
生
れ
、
靑
山
學
院
大
學
敎

授
。
朗
讀
は
⾧
谷
川
勝
彥
、
一
九
四
一
年
生
れ
、
早
稻
田
大
學
政
經
卒
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
入
局
。 

  ○
Ｃ
Ｄ
七
枚
組
「
上
原
ま
り 

平
家
物
語 

春
の
夜
の
夢
」 

上
原
ま
り
の
定
評
あ
る
琵
琶
彈
き
語
り
な
り
。
か
つ
て
文
語
の
苑
總
會
に
於
て
平
家
物
語
を
詠
唱
せ
ら
れ

た
る
こ
と
想
ひ
出
づ
。 

(
令
和
四
年
十
月
八
日
受
附
) 

   


